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ひとしずく

最
近
、
競
技
用
と
思

わ
れ
る
自
転
車
に
乗

り
、
カ
ラ
フ
ル
な
専

用
の
コ
ス
チ
ュ
ウ
ム

に
身
を
包
み
、
爽
快

に
走
り
抜
け
て
い
く

人
た
ち
を
よ
く
見
か

け
る
よ
う
に
な
っ
た

▼
壱
岐
の
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
ス
タ
ー
ト
、
「
地
域
づ
く

り
団
体
自
治
大
臣
賞
」
を
受
賞

す
る
な
ど
、
今
年
で
24
回
目
の

大
会
と
な
る
壱
岐
サ
イ
ク
ル

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
が
６

月
10
日
と
迫
っ
て
き
て
い
る
こ

と
か
ら
、
旅
行
を
兼
ね
て
コ
ー

ス
を
試
走
し
て
い
る
人
も
あ
ろ

う
▼
こ
の
時
季
、
晴
れ
た
日
の

サ
イ
ク
リ
ン
グ
は
と
て
も
心
地

よ
さ
そ
う
に
見
え
て
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
た
く
な
る
が
、「
実

際
は
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
見
た
目

以
上
に
き
つ
い
」
と
い
う
話
も

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
自

分
の
場
合
は
や
は
り
、
観
光
協

会
が
貸
し
出
し
て
い
る
「
電
動

自
転
車
の
方
が
い
い
か
も
」
な

ど
と
、
つ
い
思
っ
て
し
ま
う
▼

そ
れ
は
と
も
か
く
、
実
行
委
員

会
に
よ
る
と
、
今
回
の
フ
ェ

ス
タ
は
、
50
㌔
の
２
部
門
に

３
３
３
人
、
30
㌔
の
７
部
門
に

３
４
１
人
、
８
㌔
の
２
部
門
に

６
人
と
過
去
最
多
の
６
８
０
人

が
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
る
と
い

う
。
多
く
の
島
民
が
か
か
わ
っ

て
つ
く
り
上
げ
る
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
な
だ
け
に
、
う
れ
し
い

ニ
ュ
ー
ス
で
あ
る
▼
選
手
た
ち

は
、
家
族
と
一
緒
に
来
て
い
た

り
、
仲
間
た
ち
と
来
て
い
る
選

手
も
い
る
。
レ
ー
ス
に
出
場
し

な
い
人
た
ち
も
、
初
夏
の
爽
や

か
な
風
に
島
の
緑
が
ゆ
れ
、
島

の
緑
が
最
も
美
し
い
頃
で
も
あ

り
、
た
っ
ぷ
り
と
楽
し
ん
で

帰
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
▼

開
催
日
を
前
後
し
て
、
天
候
が

気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

所信を述べる白川博一市長

勇退の挨拶をする須藤正人前教育長

新
副
市
長
に
中
原
康
壽
氏
選
任

白
川
博
一
市
長
が
所
信
表
明

市
議
会
5
月
定
例
会
・
第
２
回
会
議

講

演

と

総

会

文
化
ホ
ー
ル
で

更
生
保
護
婦
人
会

特
色
あ
る
取
組
み
で

海

岸

清

掃

渡
良
小
学
校

出
来
る
範
囲
内
の
協
力
を

夏
季
の
節
電
対
策
に
つ
い
て

九
州
電
力
壱
岐
営
業
所

白川博一市長
所 信 表 明
平 成 24 年 壱 岐 市 議 会
定 例 会 5 月 第 2 回 会 議

○
は
じ
め
に

　
本
日
こ
こ
に
、
平
成
24
年
壱

岐
市
議
会
定
例
会
5
月
第
2
回

会
議
の
開
催
に
あ
た
り
、
今
後

の
市
政
運
営
に
つ
い
て
所
信
の

一
端
を
申
し
述
べ
ま
す
。
　

　
先
の
市
長
選
挙
に
お
い
て
、

市
民
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援

を
賜
り
、
2
期
目
の
市
政
を

担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
4
年
間
、
市

民
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
賜
り
、
壱
岐
市
の
振
興
・

発
展
の
為
、
多
く
の
行
政
課

題
に
取
り
組
み
、
将
来
の
壱

岐
市
を
見
据
え
た
各
種
施
策

を
実
践
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
今
回
の
選
挙
に
お
い

て
、
「
継
続
は
力
」
を
訴
え
て

ま
い
り
ま
し
た
。
4
年
間
の
取

り
組
み
を
さ
ら
に
深
く
掘
り

下
げ
、
ま
た
新
た
な
行
政
課
題

に
向
き
合
い
な
が
ら
、
そ
し

て
、
こ
の
度
の
選
挙
を
通
じ
て

賜
り
ま
し
た
市
政
へ
の
ご
意

見
を
は
じ
め
、
市
民
皆
様
の
声

に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、
諸
課
題

に
全
身
全
霊
を
か
け
て
取
り

組
み
、
壱
岐
市
の
た
め
、
市
民

皆
様
の
幸
せ
の
た
め
、
市
民
皆

様
と
心
を
一
つ
に
、
壱
岐
市
の

振
興
・
発
展
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
理

解
、
ご
協
力
賜
わ
り
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
今
後
の
市
政

運
営
に
つ
い
て
、
基
本
的
な

考
え
方
を
申
し
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

○
離
島
振
興
に
つ
い
て

（
１
）
離
島
振
興
法
の
延

長
・
改
正
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て

　
離
島
振
興
の
延
長
・
改
正
に

つ
い
て
は
、
平
成
25
年
3
月
31

日
の
同
法
の
期
限
切
れ
が
迫

り
、
い
よ
い
よ
正
念
場
を
迎
え

て
お
り
ま
す
。
5
月
11
日
に

は
、
離
島
振
興
法
改
正
に
向
け

た
与
野
党
実
務
者
会
議
が
開
催

さ
れ
、
離
島
振
興
法
改
正
大
綱

案
及
び
改
正
条
文
案
が
、
大
筋

に
お
い
て
合
意
が
な
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
中
で
、
私
も
全

国
の
離
島
関
係
市
町
村
と
と
も

に
、
強
く
訴
え
て
ま
い
り
ま
し

た
離
島
航
路
運
賃
低
廉
化
、
Ｊ

Ｒ
並
運
賃
実
現
の
国
策
と
し
て

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
本

大
綱
案
に
、
人
流
・
物
流
費
用

の
低
廉
化
が
明
記
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
他
、
こ
れ
ま
で
訴
え

て
ま
い
り
ま
し
た
、
多
く
の
離

島
振
興
政
策
が
盛
り
込
ま
れ
て

お
り
ま
す
。
今
後
、
法
案
の
最

終
審
議
が
な
さ
れ
、
現
在
開
会

中
の
「
第

1
8
0

回
通
常
国

会
」
に
上
程
、
早
期
成
立
を
図

る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
し
た
国
会
議
員
皆
様
、

国
、
そ
し
て
関
係
機
関
に
心
か

ら
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
本
法
案
の
早
期

成
立
そ
し
て
予
算
の
確
保
等

さ
ら
な
る
推
進
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

（
２
）
国
境
離
島
新
法
（
仮

称
）
制
定
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て

　
現
在
、
国
境
離
島
を
め
ぐ
る

問
題
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
国
境
離

島
は
国
防
上
、
そ
し
て
日
本
の

資
源
確
保
の
面
か
ら
も
非
常
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
う
し
た
国
境
離
島
を
守

る
こ
と
、
す
な
わ
ち
日
本
を
守

る
た
め
の
新
し
い
法
律
、
国
境

離
島
新
法
（
仮
称
）
の
創
設
が

検
討
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

法
律
の
具
体
的
な
内
容
は
、
ま

だ
は
っ
き
り
し
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
例
え
ば
外
国
船
に
よ
る
密

漁
対
策
は
、
こ
れ
ま
で
、
漁
船

が
監
視
船
の
役
割
を
果
た
し
、

大
き
な
効
果
を
上
げ
て
い
た
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
す
な
わ

ち
、
漁
業
は
国
境
の
見
張
り

役
、
防
衛
の
最
前
線
で
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
国

は
、
漁
業
者
が
安
心
し
て
出
漁

で
き
る
環
境
を
つ
く
る
義
務
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
国

境
離
島
新
法
（
仮
称
）
が
成
立

す
る
と
漁
業
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ

る
産
業
や
流
通
の
活
性
化
な

ど
、
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き

る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
法
律
が
適
用
さ
れ
る
の

は
、
当
然
、
国
境
離
島
の
み
で

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
壱

岐
は
国
境
離
島
な
の
か
と
い
う

議
論
が
あ
り
ま
す
。
壱
岐
は
間

違
い
な
く
な
く
国
境
離
島
で
あ

り
ま
す
。
元
寇
を
は
じ
め
、
こ

れ
ま
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け

て
い
る
歴
史
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
対
馬
海
峡
に
は
公
海
が
あ

り
外
国
船
の
航
行
は
も
ち
ろ
ん

潜
水
艦
が
通
っ
て
い
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
国
境
離

島
新
法
（
仮
称
）
の
成
立
と
壱

岐
が
国
境
離
島
で
あ
る
こ
と
を

強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
本

年
度
、
長
崎
県
国
境
離
島
総
決

起
大
会
を
壱
岐
市
で
開
催
す
る

こ
と
が
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

市
民
皆
様
、
議
員
各
位
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
こ
う
し
た
趣
旨

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

　
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
壱
岐
市
行
財
政
改

革
実
施
計
画
及
び
無
駄
遣
い
ス

ト
ッ
プ
実
施
計
画
そ
し
て
政
策

評
価
等
に
基
づ
き
、
市
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
み
、
成
果
を
あ

げ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
特
に
総
人
件
費
の
圧
縮
に

つ
い
て
は
、
特
別
職
及
び
現

時
点
で
は
、
県
内
唯
一
と
な

る
職
員
の
給
与
カ
ッ
ト
等
行

い
、
総
人
件
費
の
1
割
削
減

に
向
け
て
、
懸
命
に
取
り
組

み
、
そ
の
結
果
、
平
成
20
年

度
当
初
予
算
人
件
費
と
平
成

24
年
度
当
初
予
算
人
件
費
を

比
較
し
、
7
億

2
6
5
4

万

円
、
13
・
6
％
の
削
減
と
な

り
、
目
標
を
大
幅
に
達
成
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

無
駄
遣
い
ス
ト
ッ
プ
に
つ
い
て

も
、
平
成
20
年
度
か
ら
平
成
22

年
度
ま
で
の
各
年
度
累
計
で
、

17
億

2
9
1
8

万
円
の
削
減

実
績
で
あ
り
、
人
件
費
の
削
減

額
を
含
め
ま
す
と
、
24
億
円
を

越
え
る
経
費
削
減
が
実
現
し
た

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
※
2
面
に
続
く

上

　
壱
岐
市
議
会
の
５
月
定
例

会
・
第
２
回
会
議
が
15
日
に

開
か
れ
、
白
川
博
一
市
長
の

所
信
表
明
に
続
き
、
副
市
長

の
専
任
、
市
教
育
委
員
の
任

命
な
ど
、
人
事
に
関
す
る
4

案
件
を
同
意
、
須
藤
正
人
教

育
長
の
勇
退
を
前
に
し
た
挨

拶
が
あ
っ
た
。

　
所
信
表
明
で
白
川
市
長
は
、

離
島
振
興
に
つ
い
て
、
来
年
３

月
末
日
で
期
限
が
切
れ
る
離
島

振
興
法
で
、
人
流
・
物
流
費
用

の
低
廉
化
を
明
記
し
、
多
く
の

振
興
政
策
が
盛
り
込
ま
れ
た
新

た
な
同
振
興
法
の
早
期
成
立
、

予
算
の
確
保
の
一
層
の
推
進
、

壱
岐
を
国
境
離
島
に
含
め
た
国

境
離
島
新
法
（
仮
称
）
の
成
立

を
め
ざ
す
。
行
財
政
改
革
に
つ

い
て
は
、
新
た
な
指
針
と
な
る

市
行
財
政
改
革
大
綱
、
同
実
施

計
画
、
中
長
期
財
政
計
画
の
策

定
、
市
の
た
め
に
自
ら
考
え
、

実
践
す
る
機
運
を
高
め
る
な
ど

職
員
の
意
識
改
革
の
推
進
に
取

り
組
む
考
え
を
示
し
た
。

　
産
業
の
振
興
で
は
、
農
・
水

産
業
の
振
興
に
向
け
、
関
係
団

体
と
連
携
し
て
各
種
振
興
策
な

ど
継
続
し
な
が
ら
、
生
産
～
加

工
～
販
売
す
る
事
業
展
開
に
取

り
組
む
第
６
次
産
業
化
の
推
進

を
図
る
。
観
光
は
、
本
年
３
月

に
策
定
さ
れ
た
市
観
光
振
興
計

画
の
基
本
方
針
に
基
づ
い
た
各

種
施
策
の
展
開
、
マ
ン
パ
ワ
ー

を
終
結
さ
せ
た
新
た
な
観
光

ま
ち
づ
く
り
組

織
の
構
築
、
情

報
の
一
元
化
を

図
り
着
地
型
観

光
の
推
進
を
図

る
な
ど
と
し
、

商
工
業
の
振
興

は
、
信
用
保
証

協
会
保
証
料
の

助
成
制
度
の
創

設
な
ど
考
え
て

お
り
、
雇
用
対

策
と
し
て
は
、

Ｉ
Ｔ
情
報
関
連

業
種
を
中
心
に

県
と
連
携
し
て

企
業
誘
致
に
努

め
る
な
ど
と
し

た
。
　

　
福
祉
、
健
康

づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
光
フ
ァ

イ
バ
ー
網
を
活
用
し
、
高
齢
者

の
安
否
確
認
、
見
守
り
シ
ス
テ

ム
の
構
築
、
特
養
老
人
ホ
ー
ム

の
60
床
の
増
床
な
ど
計
画
、
ゆ

と
り
と
優
し
さ
で
育
む
子
育
て

環
境
の
実
現
、
生
涯
に
わ
た
り

健
康
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現

に
向
け
、
市
の
実
情
に
合
っ
た

計
画
の
策
定
、
市
民
、
行
政
が

一
体
と
な
っ
た
協
働
の
活
動
の

推
進
な
ど
の
方
針
を
示
し
た
。

教
育
で
は
、
小
学
校
の
統
廃
合

に
つ
い
て
、
地
域
文
化
の
拠
点

で
も
あ
り
、
慎
重
に
進
め
る
と

し
、
国
体
は
壱
岐
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
機
会
で
も
あ
り
、
よ
り
具

体
的
な
計
画
を
立
て
Ｐ
Ｒ
を
進

め
る
な
ど
と
し
た
。
病
院
事
業

で
は
、
県
病
院
企
業
団
加
入
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
説

明
し
て
い
る
。

　
防
災
に
つ
い
て
は
、
市
の
防

災
計
画
の
見
直
し
、
自
主
防
災

組
織
の
育
成
、
災
害
時
相
互
応

援
協
定
の
締
結
な
ど
進
め
る
方

針
を
述
べ
、
市
民
の
声
に
真
摯

に
耳
を
傾
け
、
諸
課
題
に
全
身

全
霊
で
取
り
組
み
、
市
の
発
展
、

振
興
に
努
め
た
い

と
し
て
い
る
。

　
任
期
満
了
に
伴

い

欠

員

と

な

っ

て

い

た

副

市

長

に
、
市
の
建
設
部

長
や
勝
本
支
所
長

を
歴
任
し
た
勝
本

町
、

中

原

康

壽

氏
（
61
）
を
選
任

（
任
期
４
年
）。
19

日
に
任
期
満
了
と

な
る
須
藤
教
育
長

ら
２
人
の
教
育
委

員

の

欠

員

に

対

し
、
芦
辺
町
、
長

嶋
耕
一
（
62
）
と

石
田
町
、
松
嶋
賀

代
子
（
61
）
両
氏

を
任
命
し
た
。
市

監
査
委
員
は
石
田

町
、
喜
多
丈
美
氏

（
65
）
が
選
任
さ
れ
た
。
ま
た
新

教
育
長
に
は
元
県
教
育
庁
壱
岐

教
育
事
務
所
長
の
芦
辺
町
、
久

保
田
良
和
氏
（
66
）
が
就
任
し
た
。

＊
市
長
の
所
信
表
明
を
今
号
と

次
号
の
２
回
で
紹
介
し
ま
す
。

今
号
は
１
面
と
２
面
に
分
け

て
掲
載
。

　
九
州
電
力
は
17
日
、
今
夏
の

節
電
要
請
期
間
を
７
月
２
日
か

ら
９
月
７
日
ま
で
の
間
と
す
る

方
針
。
節
電
は
お
盆
の
期
間
を

除
き
平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午

後
８
時
ま
で
と
さ
れ
て
お
り
、

公
共
性
の
高
い
施
設
は
運
営
に

支
障
が
出
な
い
程
度
の
要
請
に

に
と
ど
め
る
運
び
。

　
緊
急
時
の
た
め
に
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
計
画
停

電
は
、
管
内
を
支
社
別
に
２
分

割
し
て
交
互
に
行
う
案
を
検
討

し
て
い
る
と
さ
れ
る
が
、
本
試

の
場
合
は
、
九
州
本
土
か
ら
海

底
ケ
ー
ブ
ル
を
使
っ
た
送
電
が

行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
重
油
を
使

用
す
る
内
燃
発
電
の
た
め
、
そ

の
適
用
は
受
け
な
い
と
い
う
。

　
市
の
海
底
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
る

送
電
は
、
平
成
30
年
３
月
に
計

画
さ
れ
て
い
た
が
、
厳
し
い
財

政
状
況
と
原
子
力
発
電
の
状
況

か
ら
、
２
年
先
送
り
に
な
っ
た
。

　
同
社
壱
岐
営
業
所
は
、
壱
岐

で
は
、
上
手
な
電
力
使
用
と
で

き
る
範
囲
内
の
節
電
へ
の
協
力

を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
年
間
を
通
し
て
子
育
て
支
援

や
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

社
明
推
進
運
動
な
ど
を
行
い
広

く
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
壱
岐

地
区
更
生
保
護
女
性
会
（
山
本

ア
ヤ
子
会
長
）
の
本
年
度
・
総

会
が
29
日
午
前
９
時
か
ら
正
午

ま
で
、
郷
ノ
浦
町
、
文
化
ホ
ー

ル
・
中
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
る
。

　
当
日
は
、
壱
岐
地
区
保
護
司

会
・
坂
口
鉄
生
会
長
の
公
演
も

予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
郷
ノ
浦
町
、
渡
良
小
学
校

（
中
上
一
義
校
長
）
は
26
日
午

前
９
時
半
か
ら
、
同
小
学
校

の
特
色
あ
る
取
り
組
み
と
し

て
、
「
渡
良
の
海
岸
（
嫦
娥
海

岸
、
ツ
イ
ン
ズ
ビ
ー
チ
）
の

清
掃
」
を
実
施
す
る
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
同
校
や

旧
渡
良
中
学
校
を
卒
業
し
た
先

輩
た
ち
と
活
動
す
る
こ
と
に
よ

り
、
故
郷
を
大
切
に
思
う
気
持

ち
と
行
動
、
生
き
方
に
触
れ
た

り
、
海
や
環
境
を
き
れ
い
に
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
す
る

こ
と
な
ど
目
的
に
、
子
ど
も
た

ち
の
一
層
の
成
長
を
思
い
、「
渡

良
の
海
岸
を
き
れ
い
に
し
よ

う
」
と
行
わ
れ
る
。

　
当
日
は
現
地
に
午
前
9
時
に

集
合
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

新
会
長
に
松
永
隆
諸
氏

市
美
術
展
は
11
月
16
日
か
ら
３
日
間

市
美
術
協
会

　
本
年
度
・
市
美
術
協
会
の

松
永
隆
諸
会
長
ら
役
員
が
、

次
の
通
り
決
ま
っ
た
。

　
同
協
会
恒
例
の
市
美
術

展
は
、
今
年
も
本
市
の
「
文

化
の
秋
」
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

を
飾
る
よ
う
に
、
11
月
16

日
か
ら
18
日
ま
で
の
3
日

間
、
郷
ノ
浦
町
、
文
化
ホ
ー

ル
・
中
ホ
ー
ル
で
開
か
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

▽
会
長
・
松
永
隆
諸

▽
副
会
長
・
琴
岡
英
彦
、
川

尻
義
明

▽
事
務
局
長
・
品
川
哲
範

▽
会
計
・
村
瀬
加
州
未


